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イワヒメワラビ 【岩姫蕨】
Hypolepis punctata（斑点のある） コバノイシカグマ科 イワヒメワラビ属

夏緑性
かりょくせい

のシダ植物で、葉の高さ60～100cm、
長楕円形
ちょうだえんけい

で、３～４回羽状
うじょう

となり、全草
ぜんそう

に毛が多
く、鱗片

りんぺん

や包膜
ほうまく

はありません。先端部は秋まで成
長が続くので、大きな個体になります。

林縁や林内の明るい草地に生育します。

本州（関東以西の暖地
だんち

）から沖縄に分布、県内で
は南部に多く、中部、北部は少ないです。

八王子山、不動滝、佐野川に生育します。林縁
りんえん

や
明るい草地にあり、岩上にはあまり見ません。各

所で５～６個体の集団で、自然遷移
しぜん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

のおそれがあります。

和名は岩の上に生える小さいワラビという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

コタニワタリ 【小谷渡】
Asplenium scolopendrium（コタニワタリ属に似た）

チャセンシダ科
チャセンシダ属

常 緑
じょうりょく

のシダ植物で、葉の長さは30～50cm。葉
には多くのシダに見られるような切れ込みがな
く、やや厚く光沢

こうたく

があり、基部
き ぶ

はやや耳状になり
ます。葉の形が特徴的なので分かりやすいシダで
す。

低山帯の湿潤
しつじゅん

な林床
りんしょう

に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわた
り分布します。

大田原や新山地区などの沢筋
さわすじ

や樹林下
じゅりんか

に分布しま
す。株数は比較的少ないですが、分布地によって
は50～100個体程度で群生

ぐんせい

しています。
砂防
さぼう

事業や樹木の伐採
ばっさい

による生育地の改変
かいへん

による絶滅が懸念
けねん

されます。

和名は谷川や沢などに生育し、また木の上に生育することもあるので、谷を越えつつあるように見えたことからとされて
います。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ゲジゲジシダ 【蚰蜒羊歯】
Thelypteris decursive-pinnata（沿下する－羽状に） ヒメシダ科 ヒメシダ属

夏緑性
かりょくせい

のシダで、葉の長さは20～50cm。中軸
ちゅうじく

に
翼
よく

があり、小葉が右左互いに出るのが特徴です。

低山帯下部の林縁
りんえん

や石垣などに生育します。

北海道から沖縄に分布し、県内では全県下ですが、
南部に多く北部・東部・中部には少ないです。

新山・生萱地区の沢筋
さわすじ

や樹林下
じゅりんか

に生育しています
が、生育地は少なく、10～15個体程度です。
砂防
さぼう

事業や樹木の伐採
ばっさい

による生育地の改変
かいへん

が懸念
けねん

されます。

和名は葉の切れ込みの感じが虫のゲジゲジに似ているという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

デンジソウ 【田字草】
Marsilea quadrifolia（小葉四個をもった） デンジソウ科 デンジソウ属

夏緑性
かりょくせい

で、暖地
だんち

の水生シダ植物です。根茎
こんけい

は針金
状で、やわらかく、水田の泥中、湖床を横に這

は

い、
淡褐色
たんかっしょく

の毛が生えています。葉は根茎から春に
出て、４枚の小葉

しょうよう

を十字状につけます。水面に
浮かぶ葉、水上に出る葉があります。根から葉ま
では10～20cm位です。

水田の縁や畔、湖沼に生育します。

北海道から沖縄に分布し、県内は北部、中部、東
部に分布します。

屋代、新田、八幡、須坂、寂蒔、上徳間の各地区
数枚の水田の中から、畦まで広がっています。各地とも水田の２～３枚に群生

ぐんせい

しています。農薬に非常に弱いため、農薬使
用、水田埋め立て、耕作放棄

ほうき

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

千曲市では、八幡地区の姨捨棚田の希少種保全園で保全しています。和名は葉４枚が「田」の字に並んだように見えるこ
とからつきました。タノジモ、カタバミモの名もあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：絶滅危惧ⅠＢ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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ブナ 【 】
Fagus crenata（円鋸歯

えんきょし

）
橅

ブナ科 ブナ属

落葉
らくよう

高木で、春一番に毛の密
みつ

な葉を芽吹
め ぶ

きます。
花は５月頃咲きますが、毎年は咲きません。ブナ
は、何の役にも立たない木（木で無し）とされて
いましたが、現在緑のダムとして、また生物多様

せいぶつたよう

性
せい

の宝庫
ほうこ

として、貴重な存在となっています。

北海道（渡島
おしま

半島）から九州（南限は高隈山
たかくまやま

）に
分布します。県内は全県ですが、北部と南部に多
く、中部と東部に少ないです。日本固有種です。

八幡地区の２箇所に分布します。
大木の点在する群落

ぐんらく

と中木の密生
みっせい

する群落
ぐんらく

の２つ
がそれぞれおよそ１ha程度広がっています。
森林整備や有用樹種

ゆうようじゅしゅ

の植林などにより群落
ぐんらく

の形成
の存続

そんぞく

が危
あや

ぶまれます。

学名（属名）のFagusは“食べる”という意味です。果実
かじ つ

は三稜形
さんりょうけい

でソバの実によく似ていることから“ソバグリ”とも
呼ばれています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ノダイオウ 【野大黄】
Rumex longifolius（長い葉の） タデ科 ギシギシ属

高さが１ｍを超える大きな葉を持つ多年草
たねんそう

です。
人里に多いギシギシに似ていますが、ギシギシは
そう果の中央が膨

ふく

らみますが、ノダイオウは膨ら
まないのが特徴です。花期は６～８月です。

山地帯の湿地
しっち

や川岸などに生育します。

北海道と本州（中部地方以北）に分布し、県内で
は全県下にわたり分布します。

千曲川や佐野川、大池、新山地区などに生育しま
すが、生育地も株数

かぶすう

も少なく５～10個体程度です。
砂防
さぼう

事業や河川工事に伴う自生地の減少が懸念
けねん

さ
れます。

野生の大黄
だいおう

が和名の由来で、この属の一部の植物から漢方薬の大黄が調整されます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：準絶滅危惧



100

維
管
束
植
物

イチリンソウ 【一輪草】
Anemone nikoensis（日光産の） キンポウゲ科 イチリンソウ属

多年草
たねんそう

です。羽状
うじょう

に深く裂
さ

けた葉を３枚輪生
りんせい

につ
けます。花期は４～５月で花茎の先に白色から
淡紅色
たんこうしょく

を帯
お

びた花径
かけ い

2.5～４cm程度の花を１つ
つけます。草丈

くさたけ

は18～25cmです。

林縁
りんえん

、林床
りんしょう

、山裾
やますそ

の草地などに生育します。

本州から九州に分布し、県内は北部、中部、南部
に分布します。日本固有種です。

倉科、三滝
みたき

下、姨捨駅周辺にそれぞれ20～30個体
以内の群生

ぐんせい

が見られます。若干明るい林内を好み
ます。採取圧

さいしゅあつ

や森林の管理放棄
ほうき

により個体数の減
少が懸念

けねん

されます。

初春、茎
くき

、花、葉などの地上部が早くに出現し、初夏には枯
か

れて休眠します（スプリングエフェメラル）。５個の萼片
がくへん

は
花弁
かべん

状になります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

レンゲショウマ 【蓮華升麻】
Anemonopsis macrophylla（大葉の） キンポウゲ科 レンゲショウマ属

主に太平洋側の深山に生える多年草
たねんそう

で、日本特産
の１属１種です。草丈

くさたけ

は40～80cmで、７～８月
に、伸ばした茎

くき

の先にハスに似た淡い紫色の花を
下向きに付けます。

深山の落葉
らくよう

広葉
こうよう

樹林
じゅりん

の林床
りんしょう

に生育します。

本州（福島県～奈良県）の主として太平洋側に分
布し、県内では全県下ですが、北限が須坂市周辺
です。日本固有種です。

大林山、八頭山
はっとうさん

、大田原地区の標高
ひょうこう

約900ｍ以上
の深山に生育していますが、生育地は少なく20個
体程度しか見られません。
採集や踏

ふ

みつけによる減少が危惧
き ぐ

されます。

和名の升麻
しょうま

はサラシナショウマを意味し、花がハス（蓮華
れんげ

）に似ていることからレンゲショウマと呼ばれています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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セツブンソウ 【節分草】
Eranthis pinnatifida（羽状

うじょう

中裂
ちゅうれつ

の） キンポウゲ科 セツブンソウ属

多年草
たねんそう

です。少数の根出葉
こんしゅつよう

があり、茎葉
けいよう

は対生
たいせい

します。萌芽
ほうが

と同時に開花しますが、花弁
かべん

に見え
るものは萼片

がくへん

です。これは直径２cmほどで白色、
花弁は橙黄色でＹ字型の蜜腺

みつせん

になっています。６
月頃種子が落ちると、地上部は枯

か

れ、夏～秋は
休眠
きゅうみん

します。草丈
くさたけ

は５～15cm程度です。
暖地
だんち

では、名前のとおり節分
せつぶん

（２月）頃咲きます
が、千曲市では３月頃咲きます。県内分布地のほ
ぼ北限

ほくげん

といえます。

半日陰の落葉広葉樹林
らくようこうようじゅりん

の林縁
りんえん

や林下
りんか

に群生
ぐんせい

します。

本州（関東以西）に分布し、県内は北部と中部に分布しています。日本固有種です。

戸倉・倉科地区の２箇所で、落葉広葉樹林下に群生しています。個体数は多いですが、生育地が限局
げんきょく

されています。
採取圧
さいしゅあつ

や管理放棄
かんり ほ う き

、自然遷移
しぜん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が危惧
き ぐ

されています。

市天然記念物（Ｈ18）、市花（Ｈ21）制定されています。地元住民が保全活動を行い、積極的に保護しています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：準絶滅危惧

イワカラマツ 【岩唐松】
Thalictrum sekimotoanum（関本氏の） キンポウゲ科 カラマツソウ属

多年生
たねんせい

の草本
そうほん

植物で、高さ50～100cm。アキカラ
マツによく似ていますが、葉の裏に腺点

せんてん

が密生
みっせい

す
ること、小葉の先が３浅裂

せんれつ

して尖
とが

るという特徴が
あります。
５～７月に花が早く咲くので、ナツカラマツの名
もあります。

山地の礫地
れきち

や岩場に生育します。

本州（秋田、栃木、長野の各県）に分布します。
県内は全県の岩場に稀

まれ

に産します。日本固有種で
す。

金山川林道や八王子山の林道に面した岩場と斜面
しゃめん

に生育、20～30個体ほど生育しています。
自然災害や林道整備による絶滅

ぜつめつ

の危険性があります。

和名は、岩に生え、花の形がカラマツの葉に似ているために名付けられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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ウマノスズクサ 【馬の鈴草】
Aristolochia debilis（弱小な） ウマノスズクサ科 ウマノスズクサ属

つる性の多年草
たねんそう

で、全草
ぜんそう

無毛で、葉は卵状披針
らんじょうひしん

形
です。花は７月頃葉のわきに１個ずつつきます。
花弁
か べ ん

はなく、ラッパ形の萼筒
がくとう

の先は斜
なな

めに切った
ような形で、基部

き ぶ

が丸くふくらみます。
草丈
くさたけ

は１～２m程度です。

河川の土手や畑、林の縁などに生育します。

本州（関東以西）から沖縄に分布します。県内は
全県ですが、分布地は限られ、個体数も少ないです。

生萱・杭瀬下・桑原・稲荷山地区に生育地があり
ます。川の土手や草原などにあり、常に刈り取ら
れています。

個体数はおよそ400株前後と推察
すいさつ

されますが、過度の草刈り、踏
ふ

みつけにより個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

ジャコウアゲハの食草です。東小学校では、近くの自生地からジャコウアゲハが飛来するため、ウマノスズクサを保護管
理しています。和名は熟した果実

か じ つ

の形が馬の首につける鈴に似ていることから名付けられています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし

ヤマキケマン 【山黄華鬘】
Corydalis ophiocarpa（蛇のような） ケマンソウ科 キケマン属

山中に生える二年生の草本
そうほん

で、高さは50cm程度
になり、茎

くき

はよく分枝
ぶ ん し

します。６～７月頃、花軸
か じ く

を出し、淡黄色
たんこうしょく

の小さな花を総状
そうじょう

花序
か じ ょ

につけま
す。 果

さ く か

は線形で 著
いちじる

しく屈曲
くっきょく

します。

山中の半日陰の岩上に分布します。

本州（関東以西）、四国、九州に分布、県内は中
部、東部に分布します。

冠着山（中腹）に生育、低木林内の高茎草本
こうけいそうほん

群落
ぐんらく

内（登山道周辺）に２～３個体生育しています。
登山道整備、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
け ね ん

されます。

和名は、山に生えて黄色の花の咲くケマンソウに
似たものという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

蒴蒴

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体
下：果実
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ミヤマキケマン 【深山黄華鬘】
Corydalis pallida var.tenuis（淡白色の）（細い） ケマンソウ科 キケマン属

二年草で、葉は再羽状。４～５月に10～30個の黄
色の花が穂状に咲き、果実

かじつ

は弓形に曲がり数珠
じゅず

状
にくびれてつきます。
草丈
くさたけ

は30～50cm程度です。

山野の日当たりのよい斜面草地に生育します。

本州（近畿地方以北）に分布、県内は全県ですが、
北部に多く見られます。日本固有種です。

力石・倉科地区の２カ所です。
砂礫地
さ れ き ち

や岩場に生育しています。個体数は５～10
個体内外で、土手の草刈り、道路改修、自然遷移

しぜん せ ん い

などにより絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名は、ミヤマは深山で奥山
おくやま

のこと、キは黄色、ケマンとは仏殿の装飾
そうしょく

のけまん（華鬘）のことです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ツメレンゲ 【爪蓮華】
Orostachys japonicus（日本の） ベンケイソウ科 イワレンゲ属

葉は多肉質で先は針状になる多年草
たねんそう

で、高さ10～
20cmの花穂

かす い

を塔状
とうじょう

に出し、３～４月に、白色の
多数の花を円錐状

えんすいじょう

に咲かせます。

日当たりの良い岩場や河原に生育します。

本州（関東地方以西）、四国、九州に分布し、県
内では全県下にわたり分布しますが比較的稀

まれ

で
す。

長楽寺の姨岩
うばいわ

の岩上に生育し、株数も少ないです。
自生地の自然遷移

しぜん せ ん い

や採集による減少が懸念
けねん

されま
す。

和名は葉が細長くて尖
とが

り、けものの爪のようで、その葉の重なり方が蓮華
れん げ

（ハスの花）のようであることからこの名がつ
けられました。
クロツバメシジミ（環境省の準絶滅危惧

き ぐ

種、長野県の留意種）の幼虫の食草となっています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：準絶滅危惧
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スグリ 【酢塊】
Ribes sinanense （信濃産

さん

の） スグリ科 スグリ属

落葉
らくよう

低木で、枝にはするどい刺
とげ

が３本束生
そくせい

します。５月、緑黄色の小さな
花をつけ、秋には果実

かじ つ

が赤くなります。果実は食べられますが酸
す

っぱいで
す。樹高

じゅこう

は1.5ｍ程度です。

明るい落葉
らくよう

樹林
じゅりん

内に生育します。

本州（長野・山梨両県）に分布します。県内は全県にわたりますが稀
まれ

です。
日本固有種です。

冠着山の２箇所のみです。株状で２～３個体が登山道脇や岩の割れ目に生
育しています。
産地の極限、自然遷移

しぜん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は酸っぱい実ということで、漢字の塊はくりくり坊主などというよう
な丸いことを指すようです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ハルユキノシタ 【春雪之下】
Saxifraga nipponica（日本の） ユキノシタ科 ユキノシタ属

多年草
たねんそう

で葉は円形に近く、縁には鋭
するど

い鋸歯
きょ し

があ
ります。草丈

くさたけ

は20～30cmで、４～５月に花茎
かけ い

の
先に白色の花を咲かせます。５枚花弁

かべん

のうち、上
の３枚の基部

き ぶ

には黄色の斑があり、下の２枚は長
く垂

た

れ下がります。

山地の半日陰地などの湿
しめ

った岩場に生育します。

本州の関東から近畿地方に分布し、県内では全県
下ですが北部から中部に多く分布します。日本固
有種です。

冠着山中腹のごく限られた場所に生育し、３ｍ×
５ｍ内に群落

ぐんらく

を形成しています。
生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名はユキノシタに似ていますが春に花を咲かせることからつけられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体 下：花
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エドヒガン 【江戸彼岸】
Prunus pendula f. ascendens（下垂

か す い

した）（傾上
けいじょう

した） バラ科 サクラ属

落葉
らくよう

高木で、葉や葉柄
ようへい

にも軟毛
なんもう

があります。４月頃、葉より先
に淡紅色

たんこうしょく

、まれに白色の花径
かけ い

２～３cmの花を２～３個ずつか
たまってつけます。花柄

かへい

、萼筒
がくとう

、花柱
かちゅう

の下部にも毛があります。

低山地の落葉
らくよう

樹林
じゅりん

内に生育します。

本州、四国、九州に分布します。県内は全県ですが南部に多い
です。日本固有種です。

戸倉・森地区の２箇所の広葉
こうよう

樹林内で４～５個体を散見
さんけん

します。
森林整備や間伐

かんばつ

などによる個体数の減少の危険性があります。

長寿
ちょうじゅ

の木で各地に銘木
めいぼく

があります。和名は、江戸に多く植えら
れていたことにより、この名がありますが、別にアズマヒガン、
ウバヒガンなどの名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ナンキンナナカマド 【南京七竈】
Sorbus gracilis（細長い） バラ科 ナナカマド属

落葉
らくよう

低木で、托葉
たくよう

が大きく、葉を抱いています。
５月頃、枝先に黄色味を帯びた白色の花を多数開
きます。果実

かじつ

は梨果状で赤く、樹高はナナカマド
の仲間では一番小さく２ｍ程度です。

低山地の落葉
らくよう

樹林下
じゅりんか

に生育します。

本州（福島、新潟県以西）、四国、九州に分布し
ます。県内は全県ですが、個体数は少ないです。
日本固有種です。

大林山、岩井堂山、五里ヶ峯の疎林
そりん

中、小低木に
混じって生育しています。各地に２～３個体で株
状の個体が多いです。自然遷移

しぜん せ ん い

や森林の整備、下
草刈りなどにより個体数の減少が懸念

けねん

されます。

和名のナンキンとは地名ではなく、小型のナナカマドという意味です。ナナカマドとは、材が燃えにくく、７回かまどに
入れてもまだ焼け残るといわれることからつけられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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トゲナシサイカチ 【刺無西海子】
Gleditsia japonica f.inermis（日本の）（とげのない） マメ科 サイカチ属

夏緑性
かりょくせい

の高木で、高さ20ｍ、直径100cmにまでな
ります。サイカチは枝や幹

みき

に、枝の変形した刺
とげ

が
非常に多いことが特徴ですが、本種はその刺が全
くないものです。
花は５～６月に淡緑色の小さな花が咲き、葉は食
用、豆果

とうか

は石けんの代用になります。

原野
げんや

や水辺に生育します。

本州、四国、九州に分布します。県内は全県です
が個体数は少ないです。

八頭山
はっとうさん

山麓の岩礫の多い沢状地
たくじょうち

に、樹高
じゅこう

10ｍ程度
の１個体あるのみです。自然遷移

しぜん せ ん い

、森林整備など
による絶滅

ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は古名の西海子（サイカイシ）が転化
てんか

したものとされています。
葉の様子からカワラフジノキの名もあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ヤブツルアズキ 【薮蔓小豆】
Vigna angularis var. nipponensis（角ばった）（日本本州産の）マメ科 ササゲ属

一年草で、茎
くき

はつる性、長さは３ｍ以上にも達し
ます。葉は三小葉

さんしょうよう

で、先端で鋭
するど

くとがり、葉の
先端は３つに分かれます。花期は８～10月頃、
蝶型
ちょうがた

の黄色い花を咲かせます。花径
か け い

は1.5～
1.8cm、豆果

とうか

は無毛です。

川岸の草地を好みます。

本州から九州、県内は全県に分布しています。

八幡地区の棚田、一重山の日当たりのよい草地や
水田の土手に生育しています。つる状のため個体
数は不明ですが、およそ２ｍ×２ｍを被

おお

うほどに
生育しています。草地の減少や草刈り、用水路の整備などの要因により、個体数が減少すると考えられます。

和名は薮の中に生育し、つるになりますが種子はアズキによく似ているという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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マルミノウルシ 【丸実野漆】
Euphorbia ebracteolata（小苞葉

しょうほうよう

を持たない）
トウダイグサ科
トウダイグサ属

多年草
たねんそう

です。地下茎
ち か け い

は大きく肥厚
ひこう

し、茎
くき

はそこか
ら直立しています。葉は長楕円形

ちょうだえんけい

で、長さ７～８
cm、茎や葉の切り口から乳液

にゅうえき

を出します。花期
は４～５月で花が終わると、子房

しぼう

がふくらみます。
子房の表面は平滑

へいかつ

で草丈
くさたけ

は40～50cm程度です。

山地林内の斜面や草地に生育します。

北海道から本州（関東以北）に分布、県内では北
部、中部に分布します。日本固有種です。

冠着山、倉科の数カ所、大田原に生育、山中の林
内の礫質

れきしつ

の傾斜地
けいしゃち

を好むようです。群生
ぐんせい

しますが、
生育地が限局的

げんきょくてき

です。森林の手入れ不足や採取
さいしゅ

圧
あつ

により絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されています。

和名は果実が平滑で形が丸いノウルシという意味です。別名ベニタイゲキは萌芽
ほう が

の時期のみ植物体
しょくぶつたい

が鮮紅色
せんこうしょく

になること
からつけられました。県の植物誌では「絶滅

ぜつめつ

した可能性もある」とされた種です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：絶滅危惧ⅠＡ類 環境省：準絶滅危惧

シラキ 【白木】
Sapium japonicum（日本の） トウダイグサ科 シラキ属

夏緑性
かりょくせい

の小高木
しょうこうぼく

で、高さは４～６ｍになり、
樹皮
じゅ ひ

や枝は灰白色
かいはくしょく

でなめらかです。花は５～７
月で枝先に長さ６～８cmの総状

そうじょう

花序
かじ ょ

を出し、黄
色の小さな花を多数つけます。

主に落葉広葉樹林
らくようこうようじゅりん

内に生育しますが、渓谷
けいこく

沿いに
も比較的多産

たさん

します。

本州から沖縄に分布します。県内は中部にも見ら
れますが、南部に多いです。

三滝の標高
ひょうこう

650ｍ地点の渓谷の低木林
ていぼくりん

内に２～３
個体生育しています。自然遷移

しぜん せ ん い

や森林整備が絶滅
ぜつめつ

の要因となります。

和名は、材が白いことからこの名がありますが、ニシキソウやマルミノウルシと同じ科に属します。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体 下左：萌芽時 下右：子房
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コミネカエデ 【小峰楓】
Acer micranthum（小さい花の） カエデ科 カエデ属

夏緑性
かりょくせい

の小高木で、高さはおよそ５～１０ｍ、葉は５つに分かれ、先端は
尾状に尖

とが

り、重鋸歯
じゅうきょし

があります。
多少湿気

しっ け

のある肥沃
ひよ く

な土壌
どじょう

を好みます。６～７月に花をつけますが、雌雄
しゆ う

が異株
いしゅ

だったり、同株であったりします。

山地の明るい林内や林縁に生育します。

本州、四国、九州に分布し、県内は全県の低山帯に分布します。日本固有
種です。

樺池（標高
ひょうこう

1200ｍ）の池周辺の低木林内に２～３個体生育しています。
池の改修や森林整備が絶滅

ぜつめつ

の要因です。

和名は、ミネカエデに似ていますが、花も実も小さいという意味で、生育
地の標高もミネカエデの産地より低いです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

アカミノイヌツゲ
【赤実の犬柘植】
Ilex sugerokii var. brevipedunculata
（学者の名助六の転化）（短い花柄

かへい

のある）
モチノキ科 モチノキ属

雌雄異株
しゆ う い し ゅ

の 常 緑
じょうりょく

低木で、葉は長さ２～３cmで
革質
かくしつ

で光沢があります。花期は７月で葉の脇
わき

から
短い花柄

かへ い

を伸ばし、白い小さな花を咲かせます。
果実
かじつ

が赤いです。

低山帯～亜
あ

高山帯下部の痩
や

せ尾根や岩場に生育し
ます。

北海道・本州（中部地方以北）に分布し、県内で
は全県下にわたり分布しますが東部に少ないで
す。日本固有種です。

大林山に分布しますが、株数は少ないです。
自然遷移
しぜん せ ん い

や林内整備による減少が懸念
けねん

されます。

和名の由来は赤い実のつくイヌツゲという意味で、イヌツゲとは役にたたないツゲのことです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：枝の一部 下：花

上：枝の一部
下：果実
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マキノスミレ 【牧野菫】
Viola violacea var. makinoi（スミレ色の）（植物学者牧野の） スミレ科 スミレ属

多年生
たねんせい

の小型草本
そうほん

植物、高さ５～８cmの無茎
むけ い

の
スミレです。シハイスミレの変種

へんしゅ

で、葉の幅が細
く三角状

さんかくじょう

披針形
ひしんけい

で、表面は光沢
こうたく

があります。４
～５月に紅紫色

こうししょく

の花をつけます。

比較的乾いた日当たりのよい山地の斜面
しゃめん

に生育し
ます。

本州（近畿地方以北）に分布します。県内では全
県にわたりますが北部に少ないです。日本固有種
です。

鏡台山、 樺 平
かんばだいら

、倉科地区の植生のほとんどない
裸地
ら ち

や落葉樹林
らくようじゅりん

内に５～20個体ほど生育しています。自然遷移
しぜん せ ん い

による個体数の減少が懸念
けねん

されます。

和名は、植物学者の牧野富太郎を記念したもので、ホソバスミレの別名もあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

スミレサイシン 【菫細辛】
Viola vaginata（さやになった） スミレ科 スミレ属

日本海側の多雪地に生育するスミレです。
半日陰の落葉

らくよう

樹林
じゅりん

を好み、雪解
ゆきど

けと同時に淡紫色
たんししょく

の大きな花をつけます。花は大ぶりで、径約２
cm、太い地下茎

ち か け い

はトロロとして食用になります。

山林内の北側斜面を好んで生育します。

北海道（西南部）、本州（日本海側）に分布し、
県内は北部に多く、東部、中部にも分布します。
日本固有種です。

八幡・森・桑原地区に生育し、北斜面
しゃめん

または北東
斜面に多く落葉

おちば

に埋
う

もれて生育しています。
各地で10～20個体程度みられますが、土砂崩落

ほうらく

、登山道整備、自然遷移
しぜん せ ん い

により個体数の減少が懸念
けねん

されます。

和名は本種はスミレの仲間ですが葉の形がウマノスズクサ科のウスバサイシンに似ているためこの名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ゲンジスミレ 【源氏菫】
Viola variegata var. nipponica（斑紋のある）（日本の） スミレ科 スミレ属

多年草で、４月、淡紅紫色
たんこうししょく

の花を咲かせます。
葉は円形で、表面は暗緑

あんりょく

色、裏面は暗紫
あ ん し

色です。
日本で最初に発見されたのは長野市産のもので
す。

明るい落葉
らくよう

樹林で日当たりのよい乾燥
かんそう

気味の場所
を好みます。道端や土手などに生育します。

本州（中部以北、岡山県）四国に分布、県内は全
県ですが、中部に多いです。

倉科・八幡地区の２箇所のみです。道端に生育し
ています。各所５～６個体のみ見られます。踏

ふ

み
つけ、歩道整備、草刈りなどによる絶滅

ぜつめつ

が心配されます。

和名は葉の裏が紫色であることから紫式部
むらさきしきぶ

を、そして、彼女の著作
ちょさく

である源氏物語とたどって命名されました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ミソハギ 【禊萩】
Lythrum anceps（茎

くき

に両翼
よく

のある） ミソハギ科 ミソハギ属

多年草
たねんそう

で、葉は対生
たいせい

し、ほとんど葉柄
ようへい

がなく、茎
くき

にも葉にも毛がありません。８月頃葉のすぐ上に
紅紫色
こうししょく

の小さな花が３～５個集まって開きます。
草丈
くさたけ

は１ｍほどになります。

山野の湿地
し っ ち

に生育します。

北海道から九州に分布、県内では全県に分布しま
す。

大池の周囲の湿地に10～20個体生育しています。
湿地の減少、池周辺の草刈りによる絶滅

ぜつめつ

が懸念
け ね ん

さ
れます。

和名ミソハギは禊萩
みそぎはぎ

で神様に捧
ささ

げるハギという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ウスゲヤナギラン
【薄毛柳蘭】
Epilobium angustifolium var.pubescens

（幅の狭
せま

い葉の） （細軟毛
なんもう

のある）
アカバナ科 アカバナ属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

は直立し、分枝
ぶん し

せず、高さ約１～
1.5ｍに達します。葉は互生

ごせ い

、披針形
ひしんけい

で長さ10cm
程度になります。７～８月に茎

くき

の頭部に総状
そうじょう

花序
かじ ょ

を出して、紅紫色
こうししょく

の美しい花を開きます。花
径は約３cmです。

高原の草地に生育します。

本州（中部地方以北）に分布します。県内は全県
の亜高山帯で見られます。

大林山の１箇所のみで山頂の日当たりの良い草地
に生育しています。10～20個体あります。高原の草原地の減少や自然遷移

しぜん せ ん い

が絶滅
ぜつめつ

の要因となっています。

和名は葉の裏に薄く毛があり、葉は柳のように細く、ランのような花の咲く草という意味です。
東北地方以北、北海道に生育する種はヤナギランといいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

レンゲツツジ 【蓮華躑躅】
Rhododendron japonicum（日本の） ツツジ科 ツツジ属

落葉
らくよう

の低木
ていぼく

で多く枝分かれします。葉は倒披針形
とうひしんけい

で、先は鈍形
どんけい

または円形です。花は５～６月に数
個が散形状

さんけいじょう

に頂生
ちょうせい

し、朱橙色の美しい花が横向
きに咲きます。

山地高原の明るい林内（シラカバ林内に特に多い）
に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県に分布しま
す。日本固有種です。

大林山、八頭山、五里ヶ峯、鏡台山などの山地の
林縁
りんえん

の低木林内に生育しています。各所とも１～
４個体（株状）生育しています。自然遷移

しぜん せ ん い

、間伐
などの森林整理による個体数の減少が懸念

けねん

されます。

和名は、この花のつぼみのかたまりが蓮華
れん げ

（ハス）の花に似ていることからつけられました。花が大きいことからオニツ
ツジの別名もあります。花色が黄色のものはキレンゲと呼ばれています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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トウゴクミツバツツジ 【東国三葉躑躅】
Rhododendron wadanum（採集者和田治衛の）

ツツジ科
ツツジ属

落葉低木
らくようていぼく

で、葉は枝の先に３枚輪生
りんせい

し、菱形状
ひしがたじょう

広卵形
こうらんけい

で葉先
はさ き

は短く尖
とが

ります。葉柄
ようへい

と中央脈
ちゅうおうみゃく

裏
面に白毛が密

みつ

に生えるのが特徴です。
４～５月に花径

かけい

３～４cmの花を開きます。

山地の岩の多い尾根筋
お ね す じ

に生育します。

本州（東北から近畿の太平洋側）に分布、県内で
は南部、東部、中部に分布します。日本固有種で
す。

冠着山（中腹）のミズナラ林内に５～６個体、株
状に生育しています。自然遷移

しぜん せ ん い

や林内整備による
個体数減少のおそれがあります。

和名は、特に関東の山地に多く生育するからとされています。ユキグニミツバツツジと分布域
ぶんぷいき

を分けています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ヒカゲツツジ 【日陰躑躅】
Rhododendron keiskei（学者伊藤圭介の） ツツジ科 ツツジ属

高さ１～２ｍの 常 緑
じょうりょく

低木です。葉は長さ５～
10cmで互生

ごせ い

し、枝先
えださき

には輪生
りんせい

状に付きます。花
期は５月で、直径約３cmの淡い黄色の花を枝先
につけます。

山地の崖
がけ

や岩場、アカマツ林内等に多く生育しま
す。

本州（関東地方以西）、四国、九州に分布し、県
内では全県下にわたり分布しますが北部には少な
いです。日本固有種です。

市西部の筑北村境に近い林道沿いに分布し、株数
は比較的少ないです。伐採

ばっさい

や自然遷移
しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名は、日陰ツツジですが、生育地は明るい林内や林縁
りんえん

を好みます。ツツジ亜
あ

属とシャクナゲ亜
あ

属の中間的な存在です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ハシドイ 【丁香花】
Syringa reticulata（網状の） モクセイ科 ハシドイ属

落葉
らくよう

高木で、樹皮
じゅひ

は灰白褐色でサクラに似ていま
す。６～７月、大きな穂状に白色の多数の花をつ
け、花は大変良い香りがあります。
果実
かじ つ

は 果
さく か

となり、木質で約２cm、熟すと二片
に裂けます。

山の斜面や川岸の広葉
こうよう

樹林内に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県ですが、中部、
東部に多く分布します。

岩井堂山、佐野川沿い、冠着山の山地斜面
しゃめん

の落葉
樹林内に各所２～３個体ずつ生育しています。
森林整備、自然遷移

しぜん せ ん い

により個体数の減少が懸念
けねん

さ
れます。

野生のライラックとして親しまれていますが、和名のハシドイの語源ははっきりしませんが花のつき方が端
はし

に集
つど

うことに
よるという説があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

蒴蒴

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

スズサイコ 【鈴柴胡】
Cynanchum paniculatum（円錐花序

えんすいかじょ

の） ガガイモ科 カモメヅル属

山地草原に生える多年草
たねんそう

です。細い茎
くき

を伸ばし、７月頃緑褐色
りょくかっしょく

の花を長い柄の先に垂
た

らします。花は早朝に開き、日が当たる
と閉じてしまいます。袋果

たいか

は長さ５～８cmの細長い披針形
ひしんけい

です。
草丈
くさたけ

は約30～80cmです。

乾燥気味の草原に生育しています。

北海道から九州に分布、県内は全県ですが、個体数は少ないで
す。

八幡・森地区、五里ヶ峯山頂などに生育しています。林道沿い
の土手の草地や棚田の畦

あぜ

、山頂の草原に50個体前後生育してい
ます。自然遷移

しぜん せ ん い

や林道整備、畦の草刈りなどが絶滅
ぜつめつ

の要因です。

和名はつぼみが鈴に似ていて、全体はセリ科のミシマサイコに
似ているからと言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：準絶滅危惧

上：花
下：果実
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ヤマムグラ 【山葎】
Galium pogonanthum（ひげのある花の） アカネ科 ヤエムグラ属

高さ10～40cmの多年生草本
たねんせいそうほん

。茎
くき

は細く、葉は４
個輪生

りんせい

し、広線形
こうせんけい

をしています。長さ１～２cm
で、輪生する葉は一対ずつ長さの異

こと

なるのが特徴
です。
５～６月に数個の淡緑色

たんりょくしょく

の花をつけます。花び
らにひげがあるのも特徴の一つです。

山地のやや乾いた林内に生育します。

本州、四国、九州に分布し、県内は中部、南部に
稀産
きさん

します。

冠着山の高木林の林床
りんしょう

、登山道沿いに20～30個
体生育しています。

登山道の整備や森林間伐
かんばつ

などによる個体数の減少が考えられます。

和名は、山地生のムグラの意ですが、ムグラとは荒
あ

れ地や野原に繁
しげ

る雑草の総称
そうしょう

とされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ハナイバナ 【葉内花】
Bothriospermum tenellum（非常に軟らかい） ムラサキ科 ハナイバナ属

１～２年草で、キュウリグサに似ていますが、茎
くき

は群生
ぐんせい

し、一番根元は地面を這っています。春か
ら秋、枝の上部の葉と葉の間に短い柄

え

を持った瑠
る

璃
り

色
いろ

の小さな花をつけます。５弁で花径
かけい

は２～３
mm、草丈

くさたけ

は10～15cm程度です。

路傍
ろぼう

や畑地に生育しています。

北海道から沖縄まで分布、県内は全県に分布しま
す。

小坂山、八幡地区の棚田の林道上や畑地内に10～
20個体生育しています。畑地の草取りや林道の

舗装
ほそう

、自然遷移
しぜん せ ん い

などが個体数減少の要因となっています。

和名は葉と葉の間に花がつくので葉内花といいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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コウグイスカグラ 【小鶯神楽】
Lonicera ramosissima（多分枝

た ぶ ん し

の） スイカズラ科 スイカズラ属

夏緑性
かりょくせい

の低木で、高さは１～２ｍになります。葉
は対生

たいせい

し、長さ２～６cm、両面
りょうめん

に毛があります。
４～５月に淡黄白色の花を開きます。花は２個ず
つ咲き、果実

か じ つ

になると合着
がっちゃく

し、ヒョウタン状に
なります。

山地の日当たりのよい低木林や岩場に生育しま
す。

本州（新潟、宮城以南）、四国に分布しています。
県内は全県ですが、南部は稀

まれ

です。日本固有種で
す。

樺池、冠着山、中村川上流の岩の多い低木林地に
生育し、各地に２～３個体です。各個体は株状

かぶじょう

です。土砂崩落、自然遷移
し ぜ ん せ ん い

が絶滅
ぜつめつ

危惧の要因になると考えられます。

和名は、小さいウグイスカグラの意味ですが、鳥のウグイスとの関係がはっきりわからないとされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

タニウツギ 【谷空木】
Weigela hortensis（庭園栽培の） スイカズラ科　タニウツギ属

日本海側の多雪地に分布する落葉
らくよう

小高木で、花は
５月末～６月に枝先または葉腋

ようえき

に散房
さんぼう

状につき、
漏斗
ろ う と

型で紫赤色で先端は５裂しています。
樹高
じゅこう

は２～３ｍです。

山地の谷筋の日当たりのよい場所に生育していま
す。

北海道（西部）、本州（日本海側）に分布し、県
内は北部（低山～亜高山）に分布します。日本固
有種です。

佐野川中流域に生育し、川岸に小群落
ぐんらく

を形成して
います。個体数は20個体前後ですが、個体は株状

になっています。河川や道路の整備、自然遷移
し ぜ ん せ ん い

により絶滅
ぜつめつ

のおそれがあります。

和名は谷に生え、幹の中空の木という意味です。市内では佐野川の谷筋にのみ分布し、本来の生育地から遠く離れて、
隔離分布
か く り ぶ ん ぷ

の種です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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シデシャジン 【四手沙参】
Asyneuma japonicum（日本の） キキョウ科 シデシャジン属

多年草
たねんそう

で茎
くき

は直立して高さ50cm～100cm。茎
くき

には隆起
りゅうき

した縦
たて

の
線があります。花期は７～９月で、萼

がく

が深く切れ込んで反転
はんてん

す
る紫色の特徴的な花を付けます。

人里から低山帯の草地や林縁
りんえん

に生育します。

本州と九州に分布し、県内では全県下にわたり分布します。

三滝、倉科・大田原地区に５～10個体生育しています。
生育地の開発や自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名のシデとは、細く裂
さ

ける花の形を神前
しんぜん

に供
そな

える紙の四手
し で

に
たとえたもので、シャジンは同じキキョウ科のツリガネニンジ
ンを意味します。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

モミジガサ 【紅葉傘】
Parasenecio delphiniifolia（ヒエンソウ属のような葉の）キク科 コウモリソウ属

草丈
くさたけ

40～80cmの多年草
たねんそう

で、葉の表面はやや光沢
があり、長さ15cm、幅20cmに達し、モミジ状に
裂
さ

けます。花期は８～10月で、茎
くき

の上部に５個あ
る筒状の白い花を多数咲かせます。

山地の肥沃
ひよく

な林内の沢筋
さわすじ

に多く、稀
まれ

に道端にも生
育します。

北海道から九州に分布する日本固有種で、県内で
は全県下にわたり分布します。

倉科地区、荏沢川、中沢川に分布しますが、倉科
地区の生育地では群落

ぐんらく

を形成しています。森林
伐採
ばっさい

や自然遷移
しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名は葉がモミジに似ていて傘状をしているという意味です。若芽は山菜となり、キノシタ、キノシタミツバなどと呼ば
れています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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コオニタビラコ 【小鬼田平子】
Lapsana apogonoides（ひげのない） キク科 ヤブタビラコ属

越年草
えつねんそう

で、茎
くき

は細くて多数出てきます。早春に枝
の先端におのおの１つずつ頭花

とう か

をつけています。
花期は３～５月で若芽は食用です。冠毛

かんもう

はありま
せん。草丈

くさたけ

は４～20cmです。

田の畦に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県とされます
が、東部にはありません。

須坂・力石・八幡地区の耕地整備
こうち せ い び

されていない５
～６枚の水田の畦

あぜ

に生育しています。
水田の耕地整備や開発が絶滅

ぜつめつ

の要因となっていま
す。

春の七草の「ホトケノザ」のことです。和名の「田平子
た び ら こ

」は田の面にロゼット状に葉が平たく張り付いている様子をあら
わしています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

カセンソウ 【歌仙草】
Inula salicina var.asiatica（ヤナギのような）（アジアの） キク科 オグルマ属

日当たりの良い湿気
しっけ

ある所に生える多年草
たねんそう

で、葉
は羊皮紙

よ う ひ し

質
しつ

、７～８月に茎
くき

の上部が分枝
ぶ ん し

して、
花径
かけ い

約3.5cmくらいの黄色の花を上向きに開きま
す。草丈

くさたけ

は60～80cm程度です。

日当たりのよい山野の湿性
しっせい

草地に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布してい
ます。

五里ヶ峯、岩井堂山、冠着山の山頂に近い草原に
各所とも２～10個体ほど生育しています。
自然遷移
しぜん せ ん い

や草刈りによる絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は漢字で歌仙草としていますが、意味ありげですが、語源は全く不明です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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メタカラコウ 【雌宝香】
Ligularia stenocephala（細い頭の） キク科 メタカラコウ属

多年生の高茎
こうけい

草本
そうほん

です。高さは60～100cm程度、
葉は三角状心形

さんかくじょうしんけい

で、長さは20～25cmとなります。
先は鋭

するど

くとがり、８～９月に茎
くき

の先に短い柄の
黄色の花を総状

そうじょう

につけます。１つの頭花
とう か

は１～
３個の雌性

しせ い

舌状花
ぜつじょうか

と６～７個の両性
りょうせい

管状花
かんじょうか

が集
まって咲きます。

山地の明るい林縁
りんえん

や草地に生育します。

本州、四国、九州に分布します。県内は全県に分
布しています。

佐野川の沢状地
たくじょうち

の斜面
しゃめん

に３～４個体が生育してい
ます。土砂崩落

ほうらく

、自然遷移
しぜん せ ん い

による個体数の減少が
懸念
けねん

されます。

和名は、オタカラコウよりやさしい感じである意で、宝香
たからこう

とは防虫剤
ぼうちゅうざい

にされる竜脳香
りゅうのうこう

のことで、根の香りがそれに似て
いるためと言われます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

カタクリ 【片栗】
Erythronium japonicum（日本の） ユリ科 カタクリ属

多年草
たねんそう

で、葉は長さ６～12cm程度です。淡い緑色
に暗い紫色の斑紋

はんもん

があるものや全く斑紋の無いも
のがあります。開花する個体は葉を２枚出し、３
～６月に、10～20cmの花茎

かけ い

の先にピンク色～紅
紫色の花を下向きに１つ付けます。花を覗

のぞ

き込む
と桜に似た濃い紫色の斑紋があります。

丘 陵
きゅうりょう

帯から低山帯の落葉
らくよう

樹林
じゅりん

の林床
りんしょう

や土手に
生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわた
り分布します。

八王子山、戸倉セツブンソウ群生
ぐんせい

地、大峰山、倉
科地区など市内の数箇所に分布し、株数も比較的多いです。生育地の樹林

じゅりん

開発による生育環境の変化が懸念
けねん

されます。

和名は、クリの子葉の一片に似ているからという説もあります。古名をカタカゴといい、傾
かたむ

いた篭
かご

状の花という意味です。
この鱗茎

りんけい

からは本物の片栗粉がとれます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ツルボ 【蔓穂】
Scilla scilloides（ツルボ属のような） ユリ科　ツルボ属

明るい草原に生える多年草
たねんそう

で、８～９月に30～50cmになる花茎
か け い

を伸ばし、淡紅紫色
たんこうししょく

の多数の花が集まって穂状になります。葉
は基部

き ぶ

に２枚つき、ネギのようなにおいがします。

山野の日当たりのよい草地に生育します。

北海道から沖縄に分布しています。県内は全県の丘陵地に分布
しますが少ないです。

桑原・羽尾地区の水田の畦や畑の土手などの２箇所に分布して
います。それぞれ２～３個体ずつあり、土手の草刈りや整備、
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
け ね ん

されます。

和名は語源不詳ですが、昔公卿
くぎょう

が参内
さんだい

する際に使った長柄傘
ながえがさ

の
たたんだ形に似ていることから別名をサンダイガサともいいま
す。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

キツネノカミソリ 【狐の剃刀】
Lycoris sanguinea（血紅色） ヒガンバナ科　ヒガンバナ属

山林に生える多年草
たねんそう

です。花が咲く時に葉がない
ことや花の感じ等、全体にヒガンバナに似ていま
す。葉は早春に出て、夏には枯れます。その後、
８月頃花茎

か け い

が地面より出て伸び、赤色の花が開き
ます。花弁は斜

なな

めに開きそりかえりません。

暗い樹林下に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県に分布して
います。

戸倉・倉科・森・力石地区の日の光の少ない針葉
しんよう

樹林
じゅりん

の中に生育しています。個体数は多く、特に
倉科は数百個体の群落

ぐんらく

を形成しています。森林整
備や間伐

かんばつ

、踏みつけなど、森林の様態
ようたい

が変化することにより、個体数が増減する可能性があります。

和名は、葉の形をキツネが使うカミソリにたとえたことからつけられています。ヒガンバナとともに有毒
ゆうどく

植物に数えられ
ています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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アシカキ 【足掻き】
Leersia japonica（日本の） イネ科 サヤヌカグサ属

多年生
たねんせい

の水生草本
そうほん

で、高さ30～50cm、葉は長さ
５～15cmになります。９～10月に穂

ほ

を出し、花
が咲きます。小穂

しょうすい

は長さ４～６mmで、縁に白
色の長い剛毛

ごうもう

があるとされています。市内では秋
にでる穂（花）はまだ見られません。

平地の湿地
しっち

や水田などの浅い半水中に生育してい
ます。

本州から沖縄に分布し、県内では北部、中部に分
布しています。

大池、棚田、平沢池やその他、水田などに生育し
ていますが、個体数は少ないです。生育地の減少、水質汚濁

すいしつおだく

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は植物体
しょくぶつたい

全体がざらつき、素足
すあし

で水に入ると足をひっかくことによります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：指定なし

ヒメザゼンソウ 【姫座禅草】
Symplocarpus nipponicus（日本本州の） サトイモ科 ザゼンソウ属

草丈
くさたけ

20～40cmほどの多年草
たねんそう

です。ザゼンソウに似ていますが小型で、花は
葉が枯れた後に出ます。花期は５～８月で、花を包む紫褐色

しかっしょく

の仏炎苞
ぶつえんほう

は長
さ４～５cmと小さいです。

低山帯の林内や林縁
りんえん

、道端などの湿地
しっち

に生育します。

北海道と本州（中国地方以北）に分布し、県内では全県下にわたり分布し
ます。

樺平
かんばだいら

、大田原、冠着山、高雄山に生育しますが、株数は比較的少ないで
す。樹林開発による湿地の消失や自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名は小型のザゼンソウの意味です。ザゼンソウは花序
かじ ょ

の様子が座禅
ざぜ ん

を組
む僧のように見えることからその名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体 下：花
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ミクリ 【実栗】
Sparganium erectum（直立した） ミクリ科 ミクリ属

多年生
たねんせい

の水生草本
そうほん

で、高さ60～150cmで、葉は茎
くき

より高くなります。６～
８月に上部の葉腋

ようえき

から枝を出し、花をつけます。１～３個の雌花
め ば な

と多くの
雄
お

花
ばな

をつけます。

沼や池、溝
みぞ

などの浅い水中に生育します。

北海道、本州、四国、九州に分布します。県内は全県にわたりますが、分
布地は非常に少ないです。

新田
しんでん

地区の用水内に生育し、地区では保護しています。市内唯一の産地で
す。河川の中に200～300個体生育していますが、河川の浚渫

しゅんせつ

、水質汚濁
による個体数の減少が懸念

け ね ん

されます。

和名は、果実
か じ つ

が栗（イガのある）に似ていることからその名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：準絶滅危惧

ギンラン 【銀蘭】
Cephalanthera erecta（直立した） ラン科 キンラン属

乾燥した松林などに生える多年草
たねんそう

で、葉は長楕円形で茎を抱きま
す。細い直立した茎

くき

の先に、５～６月頃、清楚
せ い そ

な感じの小さな白
い花を３～５個つけます。花は全開せず花弁の先がとがっていま
す。草丈

くさたけ

は約20cm程度です。

乾燥した尾根筋
お ね す じ

の林床
りんしょう

に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布しますが、個体数は少
ないです。

森・倉科・桑原地区の松林など、乾燥
かんそう

気味の林床
りんしょう

に生育してい
ます。各所とも２～３個体のみです。採取圧

さいしゅあつ

、自然遷移
し ぜ ん せ ん い

などが
絶滅
ぜつめつ

の要因です。

和名は白い花を開くランであることから、銀ランといいます。山
野で時折

ときおり

見かけるのは葉の細長いササバギンランです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：指定なし

上：全体 下：果実
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エゾスズラン 【蝦夷鈴蘭】
Epipactis papillosa（乳頭状

にゅうとうじょう

の） ラン科 カキラン属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

は直立して互生
ご せ い

に葉をつけます。７～８月に淡緑
色の紡錘型

ぼうすいけい

の花をつけます。花径
か け い

およそ１cmくらいで、草丈
くさたけ

は
30～60cmです。

高地の林下
り ん か

に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県で見られます。

大林山の登山口の林道沿いで日当たりのよい斜面
しゃめん

に生育し、15
～20個体確認しています。
採取圧
さいしゅあつ

や自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
け ね ん

されます。

和名は北海道のスズランの意です。スズランに似ていますが、
緑色の花を開くことから、アオスズランとも呼ばれています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

シュンラン 【春蘭】
Cymbidium goeringii（採集家ゲーリングの） ラン科 シュンラン属

常 緑
じょうりょく

多年草
たねんそう

です。葉は多く、２列の 扇 状
おおぎじょう

に出
て上部は曲がって垂

た

れます。葉のへりに粗
あら

い鋸歯
き ょ し

があります。３～４月頃淡黄緑色の花径３～５
cmくらいの花を咲かせます。葉の長さは20cm程
度、草丈

くさたけ

10～25cmです。

乾燥した落葉樹林の林床に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布します。

一重山、霊諍山
れいじょうざん

の乾燥
かんそう

したコナラ林の林床
りんしょう

で20
～30個体程度見られます。野生動物の被食圧

ひしょくあつ

、
採取圧
さいしゅあつ

などによる絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名は字の通り、春に咲くランを意味します。唇弁
しんべん

にある斑点
はんてん

を顔面の「ほくろ」にたとえてホクロという別名もありま
す。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧Ⅱ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体
下：花
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アカハナワラビ 【赤花蕨】
Botrychium nipponicum（日本本州の） ハナヤスリ科 ハナワラビ属

冬緑性
とうりょくせい

のシダ植物です。葉は20～30cmと大きく
なります。
日の当たる山の林の下に生育します。名のように、
秋から冬は葉が枯

か

れたように紅茶色になります。

丘陵地
きゅうりょうち

の明るい林内に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は中部、南部、東
部に分布しています。

倉科地区の山麓
さんろく

部のスギの林床
りんしょう

、北向き斜面
しゃめん

に
15～20個体生育しています。
森林の下草刈り、間伐

かんばつ

、踏
ふ

みつけ、自然遷移
し ぜ ん せ ん い

など
が絶滅危惧の要因です。

夏は緑の葉が秋から冬には赤茶色になります。和名は冬に葉が赤くなるハナワラビという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

シノブカグマ 【忍かぐま】
Arachniodes mutica（刺針のない） オシダ科 カナワラビ属

常緑性
じょうりょくせい

のシダ植物で、40～70cmの葉を持ち、
葉身
ようしん

はかたく、光沢
こうたく

があります。主として、高い
山（亜

あ

高山帯
こうざんたい

）の針葉
しんよう

樹林下
じゅりんか

に多く生育します。

標高の高い針葉
しんよう

樹林
じゅりん

の林床
りんしょう

に生育します。

北海道から本州、四国、九州（屋久島まで）に分
布します。県内では全県の亜高山に分布していま
す。

大林山中腹の落葉樹林
らくようじゅりん

の急傾斜地
きゅうけいしゃち

で岩礫
がんれき

の多い林
下に５～６個体のみ生育しています。自然遷移

し ぜ ん せ ん い

や
環境改変
かんきょうかいへん

による個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

和名はシノブに似た葉の質と葉のようすをもったカグマのことで、カグマとはシダの古名
こ め い

の一つです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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シラネワラビ 【白根蕨】
Dryopteris expansa（拡がった） オシダ科 オシダ属

夏緑性
かりょくせい

のシダ植物で、草丈
くさたけ

は50～80cm、葉身
ようしん

は
やや五角形状の長楕円形

ちょうだえんけい

、葉柄
ようへい

と葉身
ようしん

はほぼ同じ
長さになります。
葉柄には濃褐色

のうかっしょく

の鱗片
りんぺん

を密生
みっせい

させます。

ブナ帯から亜
あ

高山帯
こうざんたい

の林下に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県の亜高山帯に
分布しています。

森地区の夕日山林道沿い（標高530ｍ地点）の山
地内の岩礫の多い草地、地下からの冷風を吹き上
げる地域（風穴

ふうけつ

と呼んでいる場所）に２～３個体
生育しています。
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

や環境改変が絶滅危惧の要因です。

和名は日光の白根山で名付けられたワラビの意味です。“風穴”周辺は亜
あ

高山帯の気候と考えられます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ベニシダ 【紅羊歯】
Dryopteris erythrosora（赤い胞子のう群のある） オシダ科 オシダ属

常 緑
じょうりょく

のシダ植物で、葉の長さは50～100cm。葉は深い緑色で光沢
こうたく

があり、
若い葉や若い胞子

ほ う し

を包む膜
まく

は赤色を帯びます。

低山帯下部の林床
りんしょう

に生育します。

本州・四国・九州に分布し、県内では北部・南部に分布しますが南部に多
く見られます。

佐野川支流の沢筋
さわすじ

や大田原地区など分布地は少なく、個体数も30～50個体
程度です。
砂防
さ ぼ う

事業や樹木の伐採
ばっさい

による生育地の改変
かいへん

が絶滅危惧の要因です。

和名は、春に見られる若葉や葉裏
よ う り

の胞子
ほ う し

が紅色を帯
お

びていることが由来で
す。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：本体 下：胞子



125

維
管
束
植
物

アベマキ 【 】
Quercus variabilis（多型の） ブナ科　コナラ属

高さ10～15ｍで、太さは直径40～50cmとなる落葉高木
らくようこうぼく

です。樹皮
じ ゅ ひ

は厚く、
コルク層がよく発達しています。葉はクヌギに似ていますが、裏面

り め ん

には
小星状毛
しょうせいじょうもう

が密生
みっせい

して灰白色
かいはくしょく

になり、葉柄
ようへい

に離層
り そ う

ができないので、枯葉
か れ は

は翌年の春までついています。かつてはコルクをとるために植栽
しょくさい

された
とも言われます。

低標高
ていひょうこう

の山地に生育します。

本州（山形県以南）、四国、九州に分布、県内では南部（伊那谷、木曽谷）
に分布しています。

主として、戸倉地区の低標高山地で、クヌギ、コナラなどと混生して林を
形成しています（県南部からの隔離分布

か く り ぶ ん ぷ

の北限と考えられます）。個体数
はかなり多いと推定

すいてい

されますが、間伐
かんばつ

や森林整備により個体数減少のおそ
れがあります。

和名はアバタマキの転化
て ん か

で、アバタとは木の幹のコルク層の凹凸を意味し、
別名をワタクヌギ、コルククヌギ、ワタマキなどと言います。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし　環境省：指定なし

オヒョウ 【アイヌ語のapiw】
Ulmus laciniata（細かく分裂

ぶんれつ

した） ニレ科　ニレ属

夏緑性
かりょくせい

の高木です。樹高
じゅこう

25ｍ、太さ１ｍほどにな
ります。樹皮

じ ゅ ひ

は縦
たて

に細かい溝
みぞ

が入ります。老木に
なると 鱗 状

うろこじょう

にはがれてきます。葉の先が３～５
裂
れつ

することからヤナともいいます。

山地帯から亜高山帯
あこうざんたい

の渓谷
けいこく

、土石流
どせきりゅう

の跡地
あ と ち

などに
生育します。

北海道、本州、四国、九州に分布、県内は全県で
すが個体数が少ないです。

大林山、佐野川中流、鏡台山（床滑沢）の湿性
しっせい

の
沢に各地とも２～３個体生育しています。森林整
備、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

が絶滅危惧の要因です。

和名はアイヌ語のオピウ（apiw）が転化したものと言われ、オピウとはオヒョウの樹皮のことをいいます。アイヌのアツ
シという織物はこの樹皮でつくった布です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし　環境省：指定なし

上：アベマキ幹　
下：葉裏（左がクヌギ、右がアベマキ）
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ホソバイラクサ 【細葉刺草】
Urtica angustifolia（幅の細い葉の） イラクサ科 イラクサ属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

にとげがあり、葉は対生
たいせい

、長さは10
～15cmで先は細長くとがり、托葉

たくよう

が各節に４枚
つきます。花期は８～９月で雌雄異株

し ゆ う い し ゅ

、草丈
くさたけ

は50
～150cm程度になります。

林縁
りんえん

部や溝
みぞ

などの端に生育します。

北海道から九州、県内は北部や中部に分布してい
ます。

千曲川の河原（水辺の楽校造成地）の礫
れき

の多い砂
さ

泥地
で い ち

に大群落
ぐんらく

を形成しています。
河川改修

かいしゅう

や、洪水などの自然災害による個体数
減少の危険があります。

和名は葉の細長いイラクサの意味です。イラクサはイタイタグサ（痛痛草）の別名があります。本種はエゾイラクサとの
区別が難しい種です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：準絶滅危惧 環境省：指定なし

クリンユキフデ 【九輪雪筆】
Bistorta suffulta（支持した） タデ科 イブキトラノオ属

低山帯から亜高山帯
あこうざんたい

の山地の林下
り ん か

や林縁
りんえん

に生える
多年草
たねんそう

で、草丈
くさたけ

は15～40cm、葉はハート型、茎
くき

の上部の葉は茎
くき

を抱きます。５～７月に穂状の白
い花を密

みつ

に咲かせます。

低山帯から亜高山帯の山地の林下や林縁、林道脇
などに生育します。

本州、四国、九州に分布し、県内では全県下にわ
たり分布します。

冠着山の不動滝周辺や坊城平で10～15個体程度の
生育を確認しました。生育地の自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による減
少が懸念

け ね ん

されます。

和名は何段にもつく葉を九輪塔
くりんとう

に、白い花を雪に、花穂
か す い

を筆に見立てたのが由来です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ニリンソウ 【二輪草】
Anemone flaccida（ぐにゃぐにゃした） キンポウゲ科 イチリンソウ属

多年草
たねんそう

で、しばしば群生
ぐんせい

します。切れ込みの深い葉を３枚輪生
りんせい

でつけます。花期は４～５月で、茎
くき

の上に花茎
か け い

を伸ばし、白色
の花を１～４個つけます。この花が２個ずつのものが多いので、
その名があります。花径

か け い

は約２cm、草丈
くさたけ

は15～30cm。

山地や山すその林下
り ん か

、林縁
りんえん

や草原に生育します。

北海道から九州、県内では全県に分布しています。

倉科地区、冠着山、鏡台山林縁
りんえん

部や湿性
しっせい

地に群生
ぐんせい

しますが、
限局
げんきょく

的です。採取圧
さいしゅあつ

や自然遷移
し ぜ ん せ ん い

、山の手入れ不足などにより、
個体数減少のおそれがあります。

若葉は食用となりますが、トリカブト（毒）に似ているので注
意が必要です。地上部は早春に出現し、初夏には枯

か

れてしまう
スプリングエフェメラルです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

トリガタハンショウヅル【鳥形半鐘蔓】
Clematis tosaensis（土佐の）キンポウゲ科 センニンソウ属

山地の林縁
りんえん

に生えるつる性の多年草
たねんそう

です。４～５
月に白色の花をつけます。ハンショウヅルに似て
いますが、萼片

がくへん

の質はうすく、先は広く丸いです。
外面に白毛が目立ち、花柄

か へ い

は萼
がく

より短いです。

林縁のマント群落
ぐんらく

内に生育します。

本州、四国に分布、県内は北部に多く、南部に少
ないです。日本固有種です。

岩井堂山の１箇所のみで、道路沿いの低木林内に
１～２個体生息しています。
林道の改修、整備、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

などが絶滅危惧の要
因です。

和名は高知県の鳥形山で発見されたことによります。別名をアズマハンショウヅルともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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マンセンカラマツ
【満鮮唐松】
Thalictrum aquilegifolium var.sibiricum

（オダマキ属のような葉）（シベリアの）

キンポウゲ科
カラマツソウ属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

は直立し、高さ１ｍ以上になります。
上部で分枝

ぶ ん し

し、その先に花序
か じ ょ

をつけます。花は白
色で、めしべは３～８個、そう果が10個以下で先
がとがらないことでカラマツソウと区別できま
す。
花は８月に咲きます。

山地から高山の草地に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県に分布して
います。

冠着山の山中の草地に10個体ほど生息していま
す。草刈り、草地の自然遷移

し ぜ ん せ ん い

が絶滅危惧の要因で
す。

カラマツソウの変種
へんしゅ

で、満（マン）は満州、鮮（セン）は朝鮮半島の意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ウスバサイシン 【薄葉細辛】
Asarum sieboldii（シーボルトの） ウマノスズクサ科 カンアオイ属

山地のやや湿
しめ

った樹林下
じ ゅ り ん か

に生える多年草
た ね ん そ う

です。
夏緑性
かりょくせい

で、 常 緑
じょうりょく

のカンアオイ類に比べると葉が
薄
うす

いのが特徴です。３～５月に、葉柄
ようへい

の基部
き ぶ

に
暗褐色
あんかっしょく

の花を横向きにつけます。

山地のやや湿った樹林下
じゅりんか

や林縁
りんえん

に生育します。

本州・四国・九州に分布し、県内では全県下に分
布しますが、北部や中部の多雪地

た せ つ ち

に多いです。日
本固有種です。

倉科・戸倉地区、 樺平
かんばだいら

、冠着山、岩井堂山など
の標高

ひょうこう

400～1000ｍ前後の林内で、株数も比較的
多いです。生育地の自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

さ
れます。

ヒメギフチョウの幼虫の唯一
ゆいいつ

の食草となっています。
和名は薄い葉のサイシンという意味で、サイシンとは漢方薬の“細辛”の字音からきたものです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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オノマンネングサ 【雄之万年草】
Sedum lineare（線形

せんけい

の） ベンケイソウ科 マンネングサ属

草丈
くさたけ

15cm程度になる多年草
た ね ん そ う

です。線形
せんけい

の葉は
多肉質
たにくしつ

で、ほかのマンネングサにくらべると長さ
２～３cmと細長く、３輪生

りんせい

して密
みつ

につきます。
５～６月に、花茎

か け い

の先に直径1.5cmの黄色い５弁
花をつけます。

日当たりの良い岩の上や石垣、河川のコンクリー
ト護岸

ご が ん

などでも生育します。

本州から九州に分布し、県内では全県下にわたり
分布しますが稀

まれ

です。

長楽寺の姨岩
うばいわ

の岩上や川西地区の限られた岩場に
生育しますが株数は少ないです。
生育地の自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は雌之万年草
め の ま ん ね ん ぐ さ

に対して大きいことや、なかなか枯
か

れず、永く生育することから名付けられ、葉が 鋭
するど

く尖
とが

っていること
からタカノツメとも呼ばれます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

カワラサイコ 【河原柴胡】
Potentilla chinensis（中国の） バラ科 キジムシロ属

草丈
くさたけ

30～40cmになる多年草
たねんそう

です。地面に放射状
ほうしゃじょう

に茎
くき

を伸ばし、羽状
うじょう

の葉を広げます。キジムシロ
の仲間ですが葉は細く、６～８月に茎

くき

の上部に１
～1.5cmの黄色い５枚花弁の花を咲かせます。

低山帯の河川の砂地に生育します。

本州、四国、九州に分布し、県内では全県下にわ
たり分布します。

万葉の里スポーツエリア周辺の千曲川の堤防道路
で、10～15個体の生育を確認しました。
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

や道路整備による個体数の減少が懸念
け ね ん

さ
れます。

和名は太い根が、薬用にされる柴胡（ミシマサイコ）に似ていて、河原に生えるということが名の由来です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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クサイチゴ 【草苺】
Rubus hirsutus（多毛

た も う

の） バラ科 キイチゴ属

夏緑性
かりょくせい

の小低木
しょうていぼく

です。高さ30～60cmで茎
くき

には短
い軟毛

なんもう

と腺毛
せんもう

が生え、刺
とげ

がまばらにあります。４
～５月に直径４cmほどの白い花が咲きます。５
～６月には果実

かじ つ

が 熟
じゅく

すことからワセイチゴの名
もあります。
草のようには見えないキイチゴです。

山地の開けた草地、尾根筋
お ね す じ

などに生育します。

本州、四国、九州に分布、県内では、北部と南部
（下伊那南部）に分布しています。

高尾山の尾根上の草地（ヒノキ植林地内）に５～
６個体生育しています。登山道の整備、自然遷移

しぜん せ ん い

による個体数の減少が懸念
けねん

されます。

和名は丈も低く、姿が草のように見えることからつけられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

バライチゴ 【薔薇苺】
Rubus illecebrosus（ナデシコ科の属のような） バラ科 キイチゴ属

夏緑性
かりょくせい

の小低木
しょうていぼく

で、高さは20～50cm、茎
くき

は無毛
むも う

で角
かど

ばり、刺
とげ

があります。葉は奇数
きす う

羽状
うじょう

複葉
ふくよう

で、
小葉
しょうよう

は２～３対
つい

あります。６～７月に咲く花は
直径４cmほどで大きいです。

低山帯の山地の日当たりのよい草地に生育しま
す。

本州（関東地方以西）、四国、九州に分布、県内
では南部に多く、中部と東部は稀

まれ

です。日本固有
種です。

三峯山の山頂部の草地に４～５個体生育していま
す。登山道整備、自然遷移

しぜん せ ん い

による減少のおそれが
あります。

和名は茎
くき

や葉軸
ようじく

に鋭い刺が多いので、この名がありますが、別名は奥山で生育するためミヤマイチゴともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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フジカンゾウ 【藤甘草】
Desmodium oldhamii（採集家オルダムの） マメ科 ヌスビトハギ属

山林の木陰
こ か げ

に生える多年草
たねんそう

です。８月頃、尾状に
長く伸びた花茎

か け い

に淡い紅紫色
こうししょく

の小さな花をつけま
す。果実

か じ つ

は２～３節に深く大きくくびれます。
草丈
くさたけ

は１～1.5ｍくらいになります。

カラマツ林下や林縁
りんえん

の土手に生育します。

本州、九州に分布、県内は中部と南部に多く、北
部では少ないです。

倉科地区の湿気
し っ け

の多い暗い樹林内に10～15個体生
育しています。森林の間伐

かんばつ

、林内の整備、
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は花がフジに似ていて、葉はカンゾウに似ているからという意味で、また、果実の形からヌスビトノアシという別名
もあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ミヤマタニワタシ 【深山谷渡】
Vicia bifolia（二葉

ふ た ば

の） マメ科 ソラマメ属

多年生
たねんせい

の草本
そうほん

植物で、高さ25～30cm、ナンテン
ハギによく似ていますが、２枚の小葉が細く先が
とがり、茎

くき

はやや細く、ジグザグに曲がるなどの
特徴があります。
６～８月に紫色の長さ15mmほどの花がさきま
す。

山地内の草地や林道の端
はし

に生育しています。

本州（中部地方）に分布、県内は南部に多く、中
部、東部に少ないです。日本固有種です。

倉科地区の百瀬
も も せ

の林道脇の草地に15個体ほど生育
しています。林道の整備、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

により個体数
の減少が懸念されます。

和名は、奥山にあって谷川べりに横たわって生育することが多いということなのか、別名としてのミヤマナンテンハギの
方がわかりやすいです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：準絶滅危惧 環境省：指定なし
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ニシキソウ 【錦草】
Euphorbia pseudochamaesyce（トウダイグサ科に似たもの）

トウダイグサ科
トウダイグサ属

畑地
は た ち

や砂地に生える一年草です。茎
くき

は紅色で立ち
上がり、草丈

くさたけ

５～10cmの小さな草です。葉は茎
くき

の両側に対生し、基部
き ぶ

は左右非対称
ひたいしょう

で、 果
さ く か

が無
毛であることが特徴です。

畑、道路、空き地などに生育します。

本州から沖縄に分布、県内の北部、中部に分布し
ています。

生萱や杭瀬下の除草
じょそう

していない畑や道路端に生育
しています。

個体数は80～100個体程度ありますが、最近減少しています。
除草剤の使用や過度の草刈りなどが個体数減少の要因です。

オオニシキソウ、コニシキソウはアメリカ原産
げんさん

ですが、ニシキソウは日本の在来種
ざいらいしゅ

です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

蒴蒴

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし

エゾユズリハ
【蝦夷譲葉】
Daphniphyllum macropodum var. humile

（長い柄の） （低い）
ユズリハ科 ユズリハ属

樹高１ｍ内外の 常 緑
じょうりょく

低木です。長さ10～15cmの葉は楕円形
だえんけい

で互生
ご せ い

し、枝
の先端

せんたん

では輪生
りんせい

状につきます。花期は５～６月で、萼
がく

と花弁の無い橙赤色
の小花が、葉の付け根の花穂

か す い

に多数つきます。雌雄異株
し ゆ う い し ゅ

で果実
か じ つ

は楕円形で
紫黒色に熟します。ユズリハ（高木）の雪国変種

へんしゅ

です。

山地帯のブナ林などの林床
りんしょう

に生育します。

北海道から本州（中北部の日本海側）に分布し、県内では主に北部の多雪
地に分布します。日本固有種です。

市西部のブナ林内に20ｍ×20ｍ程度の比較的まとまった群落
ぐんらく

を形成してい
ます。樹林の伐採

ばっさい

や自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

和名のユズリハは、夏の終わり頃に新しい葉に代わって古い葉が落ちるこ
とに由来し、エゾは北海道など蝦夷

え ぞ

地方に多いことによります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体 下：果実
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ツルシキミ
【蔓樒】
Skimmia japonica var. intermedia f. repens

（日本の） （中くらいの）（匍匐する）
ミカン科 ミヤマシキミ属

高さ30～100cmの 常 緑
じょうりょく

小低木で、茎
くき

の下部は地
面を這

は

い、先端
せんたん

部は斜
なな

めに立ち上がります。雌雄
し ゆ う

異株
い し ゅ

で、５～６月に枝先に直径１センチほどの白
い花を球状に多数つけます。果実

か じ つ

は球形で、紅色
に熟

じゅく

します。

山地帯のブナ林などの林床
りんしょう

に生育します。

北海道と本州（東北地方および中部地方以西の日
本海側）に分布し、県内では全県下にわたり分布
します。

市南部の筑北村境に近い落葉
らくよう

広葉
こうよう

樹林
じゅりん

内に１箇
所、約100ｍ×50ｍの範囲

は ん い

に群落
ぐんらく

を形成していま
す。樹林の伐採

ばっさい

や自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

全草
ぜんそう

及び果実にアルカロイドを含み有毒
ゆうどく

です。別名をツルミヤマシキミともいい、つるがあり、深山にあるシキミに似て
いるという意味です。シキミは有毒植物で、 と書き仏の木と呼ばれています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ヒメハギ 【姫萩】
Polygala japonica（日本の） ヒメハギ科 ヒメハギ属

常 緑
じょうりょく

の多年草
たねんそう

で、茎
くき

は硬
かた

く、鉄線状
てっせんじょう

で根元か
ら束

たば

になって生えています。葉は越冬
えっとう

し、長さは
１～３cmです。花は白から紫を帯

お

びた色で、 蝶
ちょう

のような形をしており、大きさは５～８mm程度
です。４～７月に咲き、草丈

くさたけ

10～20cm程度にな
ります。

日当たりのよい丘陵地
きゅうりょうち

に生育しています。

北海道から沖縄に分布、県内は全県に分布してい
ます。

五里ヶ峯、小坂山の路傍
ろ ぼ う

の礫地
れ き ち

や土手に５～10個
体生育しています。１個体が数本に枝分かれしま

す。踏
ふ

みつけや自然遷移
し ぜ ん せ ん い

、草刈りなどで個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は紫色の花がハギに似ていて、草丈
くさたけ

が小さいことによります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ケケンポナシ 【毛玄圃梨】
Hovenia tomentella（細綿毛

さいめんもう

のある） クロウメモドキ科 ケンポナシ属

落葉
らくよう

高木で、６～７月に 淡 緑色
たんりょくしょく

の集散
しゅうさん

花序
か じ ょ

をつけ、９～10月に果実は
紫褐色
しかっしょく

に熟します。果序軸
かじょじく

が肥厚
ひ こ う

し甘味が強く食べられます。
枝や葉裏、果実

か じ つ

に赤褐色
せきかっしょく

の毛があり、葉が乾燥すると赤褐色になるなど、
ケンポナシとの違いがあります。

山地の落葉
らくよう

樹林内に生育します。

本州（関東以西）と四国に分布、県内は全県ですが、分布地は 偏
かたよ

ってい
ます。

森・羽尾・八幡地区の広葉
こうよう

樹林内
じゅりんない

に単木状
たんぼくじょう

に生育しています。３～４個
体確認しています。森林の整備、間伐

かんばつ

により減少のおそれがあります。

須坂地区の三島神社では市の保存樹木に指定された３本が生育していま
す。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

オオバボダイジュ 【大葉菩提樹】
Tilia maximowicziana（学者マキシモヴィッチの）シナノキ科 シナノキ属

落葉
らくよう

高木で、葉は大きく長さ10cmあまりで、裏
り

面
めん

に星状毛
せいじょうもう

が密生
みっせい

します。そのため芽吹
め ぶ

き時は
銀色に輝いて見えます。６月頃淡黄色

たんこうしょく

の花をつ
け、その基部

き ぶ

に舌状
ぜつじょう

の白い苞
ほう

がつきます。樹高
じゅこう

は７～８ｍとなります。

山地帯の落葉
らくよう

樹林
じゅりん

内に生育します。

北海道、本州（中部地方以北）に分布し、県内は
北部、中部に分布します。日本固有種です。

桑原・森地区の広葉
こうよう

樹林内（標高1000ｍ前後の場
所）に10～15個体程度生育しています。
森林の整備、間伐

かんばつ

などが個体数減少の要因となっ
ています。

中国原
げん

産
さん

のボダイジュ、ヨーロッパ原産のセイヨウボダイジュは庭園などに植栽されていますが、本種は山地に自生する
ボダイジュです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体 下：果序軸
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ヒゴスミレ 【肥後菫】
Viola chaerophylloides f. sieboldiana（掌状の葉）（学者シーボルトの）スミレ科 スミレ属

日当たりのよい草原や落葉
らくよう

樹林
じゅりん

を好みます。
葉が基部

き ぶ

まで五裂します。花後は大きく伸びます。
４～５月に茎

くき

の上部に丸味をおびた白い花を開
き、花には芳香

ほうこう

があります。
草丈
くさたけ

は７～８cm程度です。

山地の日当たりの良い草地、林内に生育します。

本州（宮城県以南）、四国、九州に分布、県内は、
中部、東部、南部に分布します。

八幡地区で使用されることの少ない林道の土手に
数箇所の小さな群落

ぐんらく

を形成しています。
林道の整備、草刈りによる個体数の減少が懸念

け ね ん

されます。

和名は肥後
ひ ご

の国（熊本県）に産
さん

するスミレとしてつけられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

トチバニンジン 【栃葉人参】
Panax japonicus（日本の） ウコギ科 トチバニンジン属

山の林内に生える多年草
たねんそう

で、葉はトチノキの葉に似ています。
６～８月に30cmぐらいの茎

くき

の 頂
いただき

に花火のように放射状
ほうしゃじょう

に広
げた 淡緑色

たんりょくしょく

の小さな花を咲かせます。果実
か じ つ

は球形で赤く 熟
じゅく

し
ます。

広葉
こうよう

樹林下に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布します。

倉科・上山田地区、冠着山などに生育します。コナラ林や低木
林内に生育します。各所とも２～３個体です。森林整備や自然

し ぜ ん

遷
せん

移
い

が個体数減少の要因です。

和名はトチの葉に似た葉のつく人参という意味です。根茎
こんけい

が竹
の節に似ているため、チクセツニンジン（竹節人参）とも呼ば
れ、薬草としても有名で、健胃

け ん い

、去痰
きょたん

に薬効
やっこう

があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ナガバイワカガミ
【長葉岩鏡】
Schizocodon soldanelloides f. longifolius

（イワカガミダマシ属に似た）（長い葉の）

イワウメ科
イワカガミ属

常緑性
じょうりょくせい

の多年性
たねんせい

草本
そうほん

植物で、葉の長さ５～８
cm、形は卵形でオオイワカガミに比べて鋸歯

きょ し

が
するどく数も多いです。
５～６月に白色または紅色の花を開きます。

山地の岩場に生育します。

北海道（南部）、本州に分布、県内は東部、中部
に分布しています。

樺平、四十八曲峠の岩の多い落葉樹林
らくようじゅりん

内に10～20
個体生育しています。自然遷移

しぜん せ ん い

が個体数減少の要
因となります。

和名は、長い葉をもつイワカガミです。イワカガミは岩に生え、葉の表面が鏡のように光るからと言われています。
県植物誌では、ヤマイワカガミと記載してありますが後に訂正されています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

アキノギンリョウソウ 【秋の銀竜草】
Monotropa uniflola（一花の）

イチヤクソウ科
ギンリョウソウ属

ギンリョウソウに似ていますが、子房
しぼう

に十条ほど
の浅い縦の溝

みぞ

があります。８～10月、下向きに白
～透明色の花がつき、後

のち

に首を持ち上げ立ち上が
ります。
その後植物体

しょくぶつたい

が乾燥
かんそう

し、褐色
かっしょく

になります。

落葉
らくよう

の多い樹林内に生育しています。

北海道（南部）から九州に分布、県内は全県です
が、少ないです。

新山
あらやま

・戸倉地区の乾燥
かんそう

気味の広葉
こうよう

樹林の林床
りんしょう

に
生育します。
各所に２～３個体ずつあります。
森林整備や自然遷移

しぜん せ ん い

が絶滅危惧の要因です。

和名は、秋になってから生育し、花を咲かせるギンリョウソウということで、別名をギンリョウソウモドキともいいます。
腐生
ふせい

植物のため、毎年同じ所に出現しません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：花後の全体
右：花
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シロバナイブキジャコウソウ
【白花伊吹麝香草】
Thymus quinquecostatus f. albiflorus

（五本の主脈のある） （白花の）

シソ科
イブキジャコウソウ属

高さ５～10cmほどの小低木で、イブキジャコウ
ソウの白花品です。
全体によい香りがあり、長さ５～10mmの葉は
対生
たいせい

して短い柄
え

につき、卵形で基部
き ぶ

はくさび形で
す。花期は６～８月で、白色の花が枝の先端部に
集まって密

みつ

につきます。

山地から高山帯の日当たりの良い草地や岩場、
礫地
れきち

に生育します。

イブキジャコウソウは北海道から九州に分布し、
県内では全県下にわたり分布します。

シロバナイブキジャコウソウは大林山と長楽寺の
姨岩に生育しますが株数は少ないです。イブキジャコウソウは市内各所の日当たりの良い場所に生育してます。
採取や生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名のイブキジャコウソウは、滋賀県の伊吹山に多く自生し、麝香
じゃこう

のような香りがすることから名付けられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ヤマホロシ 【山保呂之】
Solanum japonense（日本産の） ナス科 ナス属

ややつる性の多年草
たねんそう

です。茎
くき

は細かく枝分かれして四方に拡がります。葉
は細長い卵形で３～７cm。７～８月に淡い紫色の反

そ

り返る花を咲かせ、秋
には果実

かじつ

を赤く熟
じゅく

します。

山地の明るい林縁
りんえん

に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわたり分布しますが南部に多
いです。

倉科の百瀬
ももせ

で生育を確認しましたが株数は少ないです。
生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

ヒヨドリジョウゴの古名が保呂之（ほろし）でこの種に似ているため「ヤ
マ」をつけたというのが和名の由来とされています。別名をホソバノホロ
シともいい、ヒヨドリジョウゴによく似ています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体 下：花
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フジウツギ 【藤空木】
Buddleja japonica（日本の） フジウツギ科 フジウツギ属

落葉
らくよう

低木で、明るい陽の当たる荒
あ

れ地や林縁
りんえん

部に
生えます。若枝には４つの角

かど

があり、その上に翼
よく

があります。花は８～９月、15cm余りの穂状に
なり紫色の藤のように斜

なな

めに垂
た

れます。樹高
じゅこう

はお
よそ１～1.5ｍになります。

本州（東北地方から兵庫県の太平洋側）、四国に
分布、県内は全県に点在します。日本固有種です。

上山田・森地区の２カ所で、乾燥
かんそう

気味の道路の
斜面
しゃめん

や河岸の石垣にあわせて20個体前後が株状に
生育しています。道路の整備、河岸の整備により
減少するおそれがあります。

和名は藤色の花が咲き、幹がウツギに似ていることから、最近はブットレア（属名）と言う名で園芸品が多く出回ってい
ます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

サギゴケ 【鷺苔】
Mazus miquelii f.albiflorus（分類学者ミケルの）（白花の）

ゴマノハグサ科
サギゴケ属

多年草
たねんそう

です。茎
くき

は短く、葉を根ぎわに群生
ぐんせい

します。
この間から、長さ５～10cmの花茎

かけ い

を出します。
花径は約1.5～２cmで、４～５月頃まばらに数個
の真っ白な花をつけます。

田の畦
あぜ

等に生育します。

本州から九州、県内では全県に分布しますが、東
信地区には稀

まれ

です。

須坂と稲荷山地区の畦畔
けいはん

に10～15個体程度のみ生
育しています。
水田減少や草刈りにより減少するおそれがありま
す。

和名は、花の形がサギの頭を思わせるからと言われ、サギシバとの別名もあります。花の色が紫色のものを、ムラサキサ
ギゴケと呼びます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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カワヂシャ 【川萵苣】
Veronica undulata（波状

はじょう

の） ゴマノハグサ科 クワガタソウ属

茎
くき

が柔
やわ

らかく直立
ちょくりつ

または斜上
しゃじょう

して高さ10～50cmになる二年草
にねんそう

です。葉は対生
たいせい

し、長楕円形
ちょうだえんけい

で先は尖
とが

ります。葉の脇に細長い
花序
かじ ょ

を出し、５～６月に、白色で紫色の筋
すじ

のある小さな花を２
個ずつ下方から上方へ順次咲かせます。

川や水田などの水際
みずぎわ

に生育します。

本州から沖縄に分布し、県内では北部、中部、東部に分布します。

千曲川の河川敷や川岸に生育しますが株数は少ないです。外来
種のオオカワヂシャが分布を拡

ひろ

げ、交雑
こうざつ

していますが河川改修
かいしゅう

や自然遷移
しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

チシャはキク科の野菜（レタスやサラダ菜など）を意味し、カ
ワヂシャの若葉はチシャに似て食べられることから名前が付け
られました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：準絶滅危惧　環境省：準絶滅危惧

オオヒナノウスツボ 【大雛の臼壷】
Scrophularia kakudensis（角田山（新潟県）に産する）

ゴマノハグサ科
ゴマノハグサ属

多年生
たねんせい

の高茎
こうけい

草本
そうほん

植物です。高さは約100cmとな
り、茎

くき

は４稜形をしています。葉は対生
たいせい

し、長さ
は６～10cmで先が尖

とが

ります。８～９月に茎
くき

の上
部に円錐

えんすい

状に暗紫色
あんししょく

の花をつけます。

日当たりのよい草地や林縁
りんえん

に生育します。

北海道から九州に分布、県内では中部、東部、南
部には稀

まれ

に分布しています。

倉科地区の百瀬の林道、鏡台山の沢に面した草地
にそれぞれ３～４個体生育しています。林内整備
や自然遷移

しぜん せ ん い

により減少するおそれがあります。

和名は小さな花の形を臼
うす

や壷
つぼ

に見立てたとされていますがイメージはもうひとつはっきりしません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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イヌタヌキモ 【犬狸藻】
Utricularia australis（南方系の） タヌキモ科 タヌキモ属

多年生
たねんせい

の浮遊
ふ ゆ う

食 虫
しょくちゅう

植物です。花茎
か け い

は水面上に出
て、５～７cmの茎

くき

の先に８～９月に総状
そうじょう

花序
か じ ょ

を
つけ、黄色の花を１～２個つけます。地下茎

ち か け い

はな
く、水中に浮かんでいます。
越冬芽
えっとうが

が枝軸
し じ く

に生ずることがタヌキモとの区別点
とされています。

富栄養
ふえいよう

の湖沼の水中に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内では、全県ですが
分布地は少ないです。

大田原地区のため池（用水池）１箇所のみの生育
です。水質汚濁

お だ く

、池内の清掃、池の整備などが絶滅
ぜつめつ

危惧の要因と考えられます。

和名は植物体全体の形がタヌキの尾のようであることからです。そのうちの花軸
か じ く

の短い種にイヌとつけたとされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：準絶滅危惧 環境省：準絶滅危惧

オミナエシ 【女郎花】
Patrinia scabiosifolia（マツムシソウ属のような葉の）

オミナエシ科
オミナエシ属

山の草原または林縁
りんえん

に生える多年草
たねんそう

です。７～８
月、茎

くき

の上部に笠状
かさじょう

に黄色の細かい花を多数つ
けます。
草丈
くさたけ

は60～100cm程度。
秋の七草のひとつに数えられています。

山地の草原に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県の標高1000ｍ
前後の草原に分布します。

岩井堂山、大林山の山頂の草原、葭生林道の路傍
にそれぞれ４～５個体生育しています。草刈りや
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による個体数の減少のおそれがありま
す。

和名はオトコエシより全草
ぜんそう

が優しいので女性にたとえたということですが、“女郎花”の語源は不明です。奈良時代よりこ
のように表記されています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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サワヒヨドリ 【澤鵯】
Eupatorium lindleyanum（分類学者リンドレイの） キク科 ヒヨドリバナ属

多年草
たねんそう

で、葉は対生
たいせい

し、長細く、葉柄
ようへい

はありませ
ん。８～10月頃、茎

くき

先に白色または淡紅紫色
たんこうししょく

の管
くだ

状の花を多数つけます。草丈
くさたけ

は普通50cm内外で
す。

日当たりの良い湿地
し っ ち

、田の畦
あぜ

に生育します。

北海道から沖縄、県内は全県に分布しますが少な
いです。

姨捨棚田の１箇所で、田の畦畔
けいはん

に10～20個体見ら
れます。草刈り、水田放棄、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

により個体
数減少のおそれがあります。

和名は沢状地に生えるヒヨドリバナの意です。ヒヨドリバナとの雑種をつくることが知られています。これをミツバヒヨ
ドリと言いますが、市内では確認されていません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

アキノハハコグサ 【秋の母子草】
Gnaphalium hypoleucum（下面が白色の） キク科 ハハコグサ属

一年草で、春先に咲くハハコグサに似ていますが
秋に開花します。草丈

くさたけ

は30～60cmで、上部で枝
分かれして白い綿毛

わ た げ

があります。葉は４～５cm
で細長く、先が尖

とが

り、葉の表面は緑色で、裏面に
は白い綿毛が密生

みっせい

します。花期は９～11月で、茎
くき

の上部に多くの黄色い花を付けます。

山地のやや乾いた道端や林縁
りんえん

、草地に生育します。

本州から九州に分布し、県内では全県下にわたり
分布します。

宮坂峠に通じる林道脇に生育しますが、生育地は
１箇所で、株数も少ないです。
道路工事が絶滅危惧の要因です。

和名は秋咲きのハハコグサという意味です。ハハコグサは別名をホオコグサともいい、春の七草のオギョウはハハコグサ
のことです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：準絶滅危惧 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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カントウヨメナ 【関東嫁菜】
Aster yomena var.dentatus（ヨメナ）（鋭

するど

い鋸歯
き ょ し

の） キク科 ヨメナ属

多年草
た ね ん そ う

で、ノコンギクに似ています。葉は
長楕円形
ちょうだえんけい

で両面に密
みつ

に毛があります。花径
か け い

は2.5
～３cmで、８～10月頃、周りが青白色または紫
色の花をつけます。冠毛

かんもう

はごく短いです。草丈
くさたけ

は
80cm以下です。

人里近くの湿地
し っ ち

、湿
しめ

った水田の土手や草地に生育
します。

本州（関東以北）に分布し、県内は北部と東部に
分布します。

戸倉地区の３箇所、田の畦
あぜ

や土手で15～20個体程
度生育しています。除草剤

じょそうざい

の使用や草刈りが絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

の要因です。

和名のヨメナは食用とするこの類の中で、味も良く、美しい花を咲かせるからといわれ、関東地方に多産します。ちなみ
にムコナはシラヤマギクのことを言います。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし

スズラン 【鈴蘭】
Convallaria majalis（五月に咲く） ユリ科 スズラン属

多年草
たねんそう

で、２～３枚の葉が根元から出ます。５月頃、鐘状
かねじょう

の白
色で花径

か け い

１cm程度の花を開きます。草丈
くさたけ

は20～30cmほどです。

日当たりの良い草原や明るい林床
りんしょう

に生育します。

北海道から九州、県内は中部、東部、南部に分布しています。

鏡台山、冠着山の登山道沿いの林内に、15～20個体程度産出
さんしゅつ

し
ます。
採取圧
さいしゅあつ

、森林の手入れ不足、自然遷移
し ぜ ん せ ん い

により個体数の減少が
懸念
け ね ん

されます。

和名は花の形を鈴に見立てたものです。また花が可愛
か わ い

らしいこ
とから、「君影草（キミカゲソウ）」の別名もあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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マイヅルソウ 【舞鶴草】
Maianthemum dilatatum（拡張

かくちょう

した） ユリ科 マイヅルソウ属

茎
くき

の高さは10～20cm程度の多年草
たねんそう

で、途中に長
いハート形の葉を２枚付けます。５～７月に茎

くき

の
頂きに小さな白い花を20個ほど咲かせます。

山地帯上部から亜
あ

高山帯
こうざんたい

の林縁
りんえん

や林床
りんしょう

に生育し
ます。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわた
り分布します。

冠着山の登山道脇に１ｍ×５ｍの範囲
は ん い

で１箇所の
み群生

ぐんせい

しています。
踏
ふ

み付けや採取による減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は葉の脈
みゃく

の曲り方がツルが羽を広げた形に見えることが由来です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

マルバサンキライ 【丸葉山奇粮】
Smilax vaginata var.stans（さやになった）（直立した） シオデ科 シオデ属

夏緑性
かりょくせい

の小低木で、高さ30～50cm、茎
くき

は硬
かた

く緑
色で枝分かれします。刺

とげ

はありません。５～６月
頃淡黄緑色の花が咲き、果実

か じ つ

は球形で黒く熟しま
す。サルマメなども含めこのようなものを半低木
の植物とよびます。

低山帯の林床
りんしょう

や草原に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県ですが、個
体数は少ないです。日本固有種です。

大林山、冠着山に生育しています。アカマツ林の
林床
りんしょう

や、雑木林の林床
りんしょう

に２～３個体生育します。
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は丸い葉のサルトリイバラの意味です。サンキライとはサルトリイバラの俗称です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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コカンスゲ 【小寒菅】
Carex reinii（学者ラインの） カヤツリグサ科 スゲ属

常緑性
じょうりょくせい

の草本
そうほん

植物で、高さは30～40cmです。
匐枝
ふ く し

を出して増えるので、群生
ぐんせい

します。葉は暗緑
あんりょく

色
しょく

でかたいです。４～５月に咲く１～３個の
側小穂
そくしょうすい

も雄雌性
ゆうしせい

であることが特徴です。

山地の林内の斜面
しゃめん

、渓谷
けいこく

に生育しています。

本州、四国、九州に分布し、県内は中部、東部、
南部（低山帯の林内）に分布しますが、個体数は
少ないです。日本固有種です。

あけぼの峠、佐野薬師、佐野川、女陰の滝に生育、
暗い林床

りんしょう

の急な斜面に群落
ぐんらく

を形成しています。
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

が個体数減少の要因となります。

和名は小型の寒さに強いスゲの意味ですが、小穂
しょうすい

の全てが雄雌
ゆ う し

性であるのは本種のみです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ノビネチドリ 【延根千鳥】
Gymnadenia camtschatica（カムチャッカの） ラン科 テガタチドリ属

茎
くき

の高さは20～50cmほどになる多年草
たねんそう

で、縦
たて

に折り目があり、
縁
ふち

は波状に縮
ちぢ

れる長楕円形
ちょうだえんけい

の葉を４～10枚つけます。５～６月
に淡い紅紫色

こうししょく

の花を穂状
ほじょう

に咲かせます。

低山帯～亜
あ

高山帯
こうざんたい

の湿
しめ

った樹林下
じゅりんか

や林縁
りんえん

に生育します。

北海道、本州中北部、四国、九州に分布し、県内では全県下に
わたり分布します。

冠着山に生育しますがわずか２～３個体のみ確認しています。
園芸採取が絶滅危惧の要因と考えられます。

和名は根がよく伸び走るチドリソウの意味で、テガタチドリで
は根が手の形になるためです。
チドリソウは、花の形が千鳥が飛んでいる姿に似ていることか
ら名づけられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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オオヤマサギソウ 【大山鷺草】
Platanthera sachalinensis（サハリンの） ラン科 ツレサギソウ属

草丈
くさたけ

40～60cmの多年草
たねんそう

で、葉はふつう下部に２～３枚のみで光
沢があります。７～８月に茎

くき

の上部に緑白色の２cmほどの花を
穂状
ほじょう

に咲かせます。

低山帯上部から亜
あ

高山帯
こうざんたい

の樹林下
じゅりんか

や林縁
りんえん

に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわたり分布します。

樺平に２～３個体生育しています。
園芸採取による減少が懸念

け ね ん

されます。

和名は植物体が大きく、山に生息しサギ（鷺）に似た形の花が
咲く草という意味です。ヤマサギソウは現在までに県内では確
認されていません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ネジバナ 【捩花）】
Spiranthes sinensis var.amoena（中国の）（愛すべき） ラン科 ネジバナ属

多年草
たねんそう

で、葉は根元から細長く、上向きに開き、
７～８月に葉の間から10～30cmくらいの花茎

か け い

を
１本出し、上部でねじれた穂状

ほじょう

の花序
か じ ょ

をつけます。
花は淡紅色

たんこうしょく

で、草丈
くさたけ

は15～30cm。

日当たりの良い草地、原野の芝地、田の畦に生育
します。

北海道から九州、県内は全県に分布します。

樺 平
かんばだいら

、大池の日当たりの良い、草丈
くさたけ

の低い草の
生える草地に５～10個体生育しています。
採取圧
さいしゅあつ

、草地の減少（手入れ不足）、土地の
乾燥化
かんそうか

が絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

の要因とされています。

和名は花序が捩
ねじ

れて咲くからで、その姿から別名をモジズリともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ヒトツボクロ 【一黒子】
Tipularia japonica（日本の） ラン科 ヒトツボクロ属

多年生
たねんせい

の草本
そうほん

、花茎
か け い

は高さ10～15cm、葉は１個で長さ４～５
cmになります。 中 脈

ちゅうみゃく

は白く裏面は紅紫色
こうししょく

です。
５～６月頃に咲く花は黄緑色で、一本の花茎に５～10個つけま
す。

低山帯の明るい樹林の中に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県に分布しますが数は少な
いです。

高尾山、大林山の落葉
お ち ば

が多く草の少ないコナラ林の林床
りんしょう

に10～
15個体程度生育しています。自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されま
す。

和名は黒っぽい葉が地面に接して一枚だけでる様子がその名の
ようにひとつのほくろのように見えることから名づけられてい
ます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

準絶滅危惧 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：全体
左：花




